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コロかさなるプロジェク 

 

東日本・家族応援プロジェクト 2020 inむつ 

 

村本邦子（立命館大学） 

2022年度を迎え、コロナ禍は収まる様子もないが、大学も基本的に対面授業と決まり、

少し日常が戻りつつあるように感じられる。何はともあれ、忙しさが戻ってきた。相変

わらずマスクははずせず、コンパも合宿もできないが、それでも学生たちは（教員たち

も）嬉しそうだ。やはり、直接、場に身を置いて顔を合わせ、空気を共有するというこ

とが必要なのだろう。 

11年続けてきたプロジェクトを終え、12年目になる今年は新たなスタートを切る。こ

れまでは年 4回、東北４県を訪れてプロジェクトを実施してきたが、今年度からは福島

を中心に、9月に一度だけ現地を訪れるプロジェクトとなる。「院生たちはどのくらい参

加してくれるだろうか」と思っていたが、5名の予定のところを 19名の参加希望となっ

た。そんなにたくさん一度に引率できるのだろうかと不安もないわけではないが、みん

な大人だし、いろいろと工夫して、自分たちの責任で動いてもらえるようチャレンジし

てみることにした（研究科からは、来年から人数制限するようにと言われたが）。 

昨年参加した M2 院生数人が、現地プロジェクトには参加できないが、自分たちが受

け継いできたものを後輩に受け渡すと言って、研究会にボランティア参加してくれても

いる。今年のプロジェクトがどんなふうに発展的にやれるのか、とても楽しみだ。 
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2020年リモートでのプロジェクト 

 

プロジェクトを ZOOM開催することに 

 

 しばらく状況を見ていたが、コロナ禍は

収まる様子もなく、オンラインの授業にも

慣れてきたので、2020年度はすべてZOOM

でプロジェクトを開催し、最終年度を 2021

年に持ち越すことに決めた。まだ ZOOMに

慣れていない人たちばかりなので、希望者

とはまず練習をすることから始めた。 

 院生たちは今年も 19 人がメンバーとし

て登録してくれたので、オンラインで行う

プロジェクトの参加方法を工夫してみた。

例年通り、各地の担当者を決めるが、このメ

ンバーは各地のプログラムの企画担当者と

なり、2~3 回の企画会議を行い、当日は運

営にも関わってもらう。他のメンバーは、オ

ンラインであることから、自分の担当地以

外のプロジェクトにもすべて参加する。オ

ンラインだと録画視聴ができるため、時間

空間の制限を越えて、すべての地のプロジ

ェクトに参加できることになる。 

 

むつ企画会議 

 

 7月 10日、第１回目の研究会を開催、夜

は ZOOM の練習がてら、ずっとむつの中

心を担ってくれている杉浦さんとつないで

相談した。むつでは庁舎以外は wifiがつな

がっておらず、ZOOM未経験者ばかりだそ

うで、ハードルは高そうだ。私は司法臨床の

集中講義でロールプレイも ZOOM で経験

し、思ったよりはるかに手ごたえがあった

ので、支援者支援セミナーも ZOOM を使

ってできるのではないかと考えていたが、

現地の事情としては無理ということだった。

残念だが仕方ない。支援者支援セミナー10

年の振り返りをすることにして、過去の参

加メンバーにも声をかけ、これまで扱って

きた事例の振り返りとその後のこと、十年

の取り組みで何か変化があったかどうかな

ど成果の共有や課題の洗い出しをすること

を考えた。危機に強い私である。こんな時に

は、次から次へと創造力が働く。 

 むつプロジェクトには 3 人の院生が参加

してくれ、第 1 回企画会議を 7 月 19 日に

開催した。これまで、プロジェクト終了後、

院生たちが企画段階から関わりたかったと

いう声があがっていたが、実際にはその

時々の現地の状況に合わせて調整するため、

なかなか難しく、実現できないままだった。

今回は、こちらが主導でやることになるの

で、自由度が高く、院生たちのアイディアを

反映しやすい。 

みなで相談した結果、担当院生たちには、

下北とむつの経過と現状を調べてまとめて

もらい、それに修了生や教員が補足的に説

明するということにした。8月 4日には第 2

回企画会議を開催、発表の担当やスケジュ

ールなどを決めた。 

 

 

東日本・家族応援プロジェクト 2020 

in むつ＠リモート 

 

2020 年 8 月 28 日（金）午前「むつ・下

北・青森の概要とプロジェクトの 9年」 

 

 プロジェクト初日午前は、通常の事前学

習とフィールドワークを合わせたような感

じで、むつ・下北・青森について調べたこと、
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過去の参加者による HP を参照してプロジ

ェクトの 9年をまとめ、むつ担当者 3名に

報告してもらった。 

 まずは院生たちが作成した資料を紹介す

る。 
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 いつものフィールドワーク代わりに、過

去のフィールドワークから私が下北のこと

を、博士後期課程の河野暁子さんが恐山の

ことを紹介した。 

 

                  

   

       

                               

                        

                                  

     

              

            

                 

             

                       
                     

                  
        

         
                                            
                                         
                                           
                                 
                                
                     

          

                     

          

            

          

                

            

       

     
        

                
                
                

             
                      
                              

                      
                  

                   

         

 

            

                    

                   

                      

          

         
                 

             

                     

                         

                     
             
                 

          

       

                                

                 

                   

                          

                 

                          

                            

          

          
                        

  
                                 

むつの  や地 の強みが
少しずつ  的に見えるようになった
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  あさこさんは、大間 発
の 地 収を み、たった一
人で い続けた、ログハ ス
を てたところで、    年 
 。現 は、 の    子
さんが、 思を引き継 、あ
さこハ スを っている。 
子さん自身も、    年、不 
の事 で大  をしている。

 大間 発のフェンスが続き、  は 常にわかりにくく、 り   には、  と 視 メラが
あって  感あり。有   に まれた い  を通ってたどり く。

 あさこハ スは、  の が き れ、山 や がいて、メル ンチ クな  気である。気持ち
 い気 、 でコー ーを きながら を聴く。

 大間の 中に の実 があって、ここと 々行き来して らしている。ふだんは むしりしたり動 
たちの  をしたりと、自 を大切に生 することがテーマ。運動の 分は少しで、訪 てくる人も
そう くはない。

 自分は   で大間を出たので、 がやってきたことについてまったく らなかった。 言強 事 
があって、 事事 として大々的に報じられ、初めて った。   名の地 者がいたが、「そんな変
なものを に してはいかん、 かな大間を らなければいけない」と だけが らなかった。外か
らも からも 方から 力あったが、「どれだけこの と自 が大事か。いつかわかるべ」と言って

いた。

 そこから くなるまでの 年、 を けるようになった。   だった。本人はまだまだ生きるつも
りで、何も いていなかった。「 ならどうしたかな」と考えながらやっている。 はなんでも
自分でする人で、この も自分で作った。

  と決めて、   にも出た。反対している人もいるという 思表 をしたかった。  を ろ

うという方法を考えたのも 。今、   で、今は自分のことをしたいと、東 でフ ーターを
やっている。

 明るくパワフルで自  の 子さんに、どこからそんな力が いてくるのか  ると、「 りた
いものがある。大間の自 、大事な人。その気持ちが人よりち っと強いのかもしれない」とい
う えが返ってきた。

  発の作業員が一日何度か 回に来る。 でやってきては、何か 定している様子（そ り）

だった。 発の  はす そこにあり、作業員はいても、 発工事はスト プしたままだ。

             

大間 発の 地 にあるあさこはうすには が一本通じてい
る。東 が  目的でこの の 通 をはかり始めたところか
ら、    員がこの を通る回数を やすことで 去を ごう
と始められた。  にメ セージを いて ろう 

         

青森県下北 大間 大 大間       あさこはうす 

    子様

                             
                           
                         
                           
                   

                           
                             
                   

                                   
                                                                      

 発は日本  にあり、下北や福島だけの ではない。

高 （    ）   の ステム 福島・   集  新 

       

             

    
 らしのなかに思 があり、その    にごく自 な行動がある。

メア ー・スタ ス（ス ーマイル・アイランド・アラート）

 通の  や  が 子力に関する   になる必要はない。本当に
必要なのは「人間として持たなければならない当たり前の常 」だけで
あり、まさしくそれは 子力を  している人たちに けていることで
す。

  （    ）「グローバル バク ャとフク マをつな 」後  
      の新しい 会運動とフク マ    

   後、福島では  の 様なコ ン （共有地）が次々に われた。
地 の言 空間は「    」で  する イトと  と  がある。
これは、「   による  共  の収 」である。フランス、マー
 ャル、 ェール 、 トナム、ス ーマイルで  を続けている人々
とグルーバル  トワークは、「  の 共 」を  る営み。
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2020 年 8 月 28 日（金）午後「支援者支

援セミナーを振り返る」 

 

 午後は中村さんがファ  テーターとな

り、これまでの支援者支援セミナーを振り

返り、今後を見据えて、これまでの成果や課

題を確認するセ  ョンとした。現地から

は、むつ市児童相談所の杉浦さんと高木さ

ん、むつ市子育て支援課の 澤さんと 田

さんが、立命館からは、中村、村本の他、修

了生の真鍋さん、神山さん、野池さんが登壇

する形を取り、プロジェクトメンバーが参

加した。 

 

 初めに中村さんがセミナーを振り返り、

ポイントを確認した。 

「 的な仕事を持った人、保健師さん、学

校、幼稚園、保育園の先生、就労支援に関わ

る人、弁護士など、子育て支援や  支援に

関わるのある人たちなど、 様な職種が集

まってグループディス   ョンをしてき

た。 的機関は虐待として捕捉してくる可

 性が高いが、実際には子育て支援として、

 生 員や保護司や裁判員など市 参加が

あらゆる ューマンサービスにつきまとう。

プラスもあればマイナスもあるが、地 に

行けば行くほど、こういう人たちの力 ア

 プが必要になってくる。援 援 してい

ない日常的に関われる人たちを重視する。 

このセミナーの特徴は、事例検討として

やっていること。通常の事例検討はおもし

ろくない。発表する人が緊張して、いろいろ

言われて神経をすり減らすものだが、楽し

い事例検討会を工夫している。いろんなこ

とが し合われることが重要。 

毎年、ひとつかふたつ事例を出してもら

い、ジェノグラムを きながら、時間経過に

伴う  の動態がわかるようにする。地 

でやっているのでエコマ プも重視する。

そこには支援者も当事者として登場する。

 的機関は、ある種の 力を持って って

くる。   ステム に支えられながら、や

や構造化して捉えることになっている。さ

らにジェンダーの も出てくる。概念の紹

介もする。目指すべきは地 の力、場の力、

 職種 携。役に立つというより、やってよ

かった事例検討会。 

どんな事例を出すかを地元で練ってもら

い、杉浦さんが調整してくれ、事例提供者と

対 しながら、ディス   ョンをしても

らう れ。グループワークが重要で、一方的

に をしない、 価しない、傾聴するなど、

対 しながら協働する。主役はむつの  。

そこでは院生も重要な役割を果たしている。

グループに り、若い院生は息子や のポ

ジ ョンになり、 会人は他職種の視点を

持ち込んで貢献してもらった。」 
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 次に、杉浦さんが、現地から見たセミナー

の 味を してくれた。 

「このセミナーは復興支援を目的とした

立命館の取り組みの一環として始まった。

2011年、団先生に、 こんな時だからこそ漫

画展やりませんか と個人的なメールをし

たことをきっかけに、村本先生から せっか

くだから漫画展プラスα、いろいろやろう

よ。何して欲しい？ と思いがけない を 

き、その勢いに 倒されて、それならば、児

童相談所職員という立場としての私を含め

た子育て支援、  支援に関わる人たちを

元気にするセミナーをとオーダーした。10

年やるよという言 にのせられて、続けて

これただけでも感無 。 

むつは 災地ではなく、関係者たちに、

 どうしてむつなの？ と かれ、毎回説明

するのも面倒になってきた。むつの開催趣

旨として、 災 に限らず誰にでも起こりう

る  の災難を乗り越える地 の  力の

向  というところに視点を置き、毎年人事

異動で人が変わるたびに、 司や関係機関

に説明してきた歴史がある。 

効果を問われてもなかなか回 は難しい

ものだったが、プロジェクト  に言える

こととして、毎年最初の開催地として開幕

のテープを切ることで、その後に続く 災

各県で開催することを牽引する役割を担っ

てきたのかなと感じている。サブタイトル

につけた 本州のてっぺん下北 島から 

 の笑顔を もそういう 味。 

あらためて現地から見たセミナーの 味

を考えてみると、地 で らす  に寄り

添う支援者が 携する  トワークを育む

こと。単発の研修で終わるのでなく、 期に

わたって継続してきたからこそ言えること

である。 携というキーワードはよく出て

くるが、個人情報の保護などと言って、 携

が図りにくい時代になってきている。面倒

なことに関わりたくないという時代で、関

係機関も隣は何をする人ぞという状況。 

児童虐待等の事 が起きるたびに、関わ

った支援機関や担当者が批判にさらされる。 

後になってから、そう言えばあの時という

情報が報 される。一生懸命な支援者ほど

 ョ クは致命的。セミナーでこの地 の

実際の事例を取り  ることで、地 の問

題に気づいてもらい、もし自分が関わって

いたら、地 でどう関われるのか、私たちの

地 にどんな 会資源があるだろうかなど

考えてもらう機会になったと思う。 

グループワークをすることで、当事者感

覚で考える機会が得られ、自 と顔の見え

る  トワークができるということも期待

できた。地 の 会資源をいかすには、地 

で関わっている関係機関を らなければな

らない。最初の頃は、 生 員、保健師、教

師、保育士といった子育てに関わる支援者

が集まっていたが、子どもの問題を取り扱

う  のなかに障 者やメンタルな問題が

出てくると、さらに 職種の 携が必要と

なり、おのずと関係職種が拡がっていった。 

2015年には、障がい者生 就労支援セン

ターから事例が出た。この時一番喜んだの
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は事例提供者の職員で、以来、この事業所か

らは毎年数名の職員がセミナーに派遣され

てくる。セミナーで本当の地 支援  ト

ワークを 験したと言う。障がい者の支援

  トワークが拡がらない根底には地 の

障がい者への理解が乏しいためだと嘆いて

いた。地 の支援者たちがそれぞれの立場

で隣人を理解して寄り添う。そんな地 に

なったらいいなと。そんなことが見えてき

た矢先にコロナで足踏みすることになった

のは残念。 

育むという 味で、終わらせてはいけな

いと思う。事例のほとんどが、むつ市の要保

護児童対策地 協議会で取り扱ってきた事

例なので、事例提供してきた方々からも 

してもらう。最善と考えることをやってき

たが、セミナーで検討すると、また新しい視

点がある。苦しさも再現されるが、セミナー

で よくやっている と 価してもらうこと

で救われることもある。やって当たり前、 

価されることのない仕事なので、励みとな

った。」 

 

次に子育て支援課の 田さんから。 

「提供してきた事例は、参加者が身 な

ものと感じられるよう、地 の支援機関が

関わった事例を  してきた。取り  て

きた事例は、ひとり   、 が精神疾患、

 的障 、経済的困難、支援者がないなど、

課題が複合するなかで子育てしている  

をとりあ てきたことに気づく。ふだん関

わるのはこのような事例がほとんどである。

だからこそ、地 との支援機関との関わり

が かせない。それぞれの 恵を出しなが

ら考えていく。回を重 ていくことで、地 

にはいろいろな支援機関があること、地 

力が向 していることを感じる。」 

 

それから、子育て支援課の 澤さん。 

「3 年前にこちらに来て、子育て支援が

何かもよくわからないままで、当日まで参

加するつもりはなかったが、事例担当者と

いうことでひっぱりだされてマイクを持た

された。いろんな事例検討会に参加はして

いたが、自分でマイクを持つことはなかっ

たので、いつもと違った。事例で説明したこ

とから、みなさんがグループで し合うの

を見るなかで、他の人の 見を通して自分

のことにも気づく。 

ニュースに出てくるのは遠い だと思う

かもしれないが、むつ市の事例を取り  

ることで真剣に考えてもらえる。こんな濃

いケースが田舎のむつ市にあるんだと っ

てもらうことも、こういう機会でなければ

なかったし、むつ市独自の目 で、独自な支

援が見えたと思う。事例を出すのは大変だ

が、得られるものも大きかったと思ってい

る。 

実際に関わっているケースでは、各機関

の思いが つかるので、怒りが つけられ

ることもあるが、事例検討として客観的に

見てもらえると、 大変だった  と  ら

ってもらったり、 むつの力すごい  と言

ってもらって、そんなこと思ったこともな

かったので驚いた。 

1 年目、会場に支援者がびっしりいるの

を見て、むつにはこんなに支援者がいるん

だと思えたことも大きかった。直接的支援

者だけでなく、 にメンタルな問題がある

となると、さらに関係者が拡がっていく。い

ろんなケースでこんな参加者がいる、こん

な支援者もいるんだよと る い機会だっ
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たと思う。」 

 

 続いて、立命館の修了生たちが した。一

番バ ターは真鍋さん。 

「2014~2016年にむつのプロジェクトに

参加し、現 は、き うとNPOセンターで

市  動の間接支援をしている。NPOの基

盤強化とともに、行政や企業と対等なパー

トナー  プを築くための環境整備。 都

市の市  動総合センターで、市  動を

している人々への相談機 やコンサルティ

ング、サポーターの派遣などもしている。 

振り返りながら、今やっている仕事との

つながりを考えてみた。むつのなかで 動

している 職種の支援者が一同に会してデ

ィス   ョンすることに、当時は難しさ

を感じていた。それぞれ視点が違い、どうま

とめたらいいのか。今の仕事でも、どこでも

それは見られて、だからこそ違う視点をど

う総合していけるのか、地 の力、場の力を

どう引き出していけるのかが問われる。

 NPOは借り 競争だ と言われるが、ど

こに地 資源があるのか、うまく借りてい

くことが重要。地 の資源をエコマ プに

して、地 の力をうまく結集させてよりよ

い結果を出す。 

院生としてホワイトボードでビジュアル

化したり、グループワークに ってファ 

 テートするのだが、M1で  もスキルも

ないなかで不安に感じながら参加していた

が、何も らない青臭いやつが ることが

大事だったと思う。支援に従事している人

だけだと、前提が思い込みでずれていく。中

村先生から 息子として る とあったが、

地 の支援者たちが、息子に教えるように

言 が柔らかくなったり、丁寧に説明して

くれる。そんな役割を演じることも、実際の

現場で経験できてよかったし、今につなが

っていると思う。」 

 

次に昨年参加した神山さん。 

「神経 科、脳外科で看護師を経験して、

大学院に る 1 年前から精神科病院で働き

出した。現 、精神科デイケアにも行き、 

ワークなどにも関わっている。ボランティ

アや災 支援の経験はなく、仕事としてた

だただやってきた。 職種 携ということ

に興味を持って、むつのプロジェクトに参

加した。 

セミナーでは、グループに分かれて 職

種で したが、その立場だからこそ見えて

くることがあり、勉強になった。セミナーの

やり方が スクアプローチでなく、 い 

分を引き出していこうとなっていたことが

今の仕事にも参考になる。 スクだけに眼

がいきがちだが、そこで学んだことである。 

セミナーが終わってドライブした時に、

関係者と していて、支援していた方の玄

関に雪が積もって れなかった を き、

支援するにも土地ならではの特徴ややり方

があり、土地を ること大事なのだと思っ

た。何も らない自分たち院生で大丈夫か

という不安はあったが、その土地の者では

ない私たちが ることで、そこで当たり前

のことが新鮮だったりするので、いいので

はないかと思った。 

職場では、 職種 携を言っても、実際に

は縦割りで、眼に見える形で 携が 像で

きないことが いが、実際には見えないと

ころでもつながっていることもあり、そう

いうことが 像できるようになるといい。

見える範 だけでなく、支援者がいること
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を 像しながら関わることも大事だと思っ

た。」 

 

最後に、一期生の野池さん。 

「 都で づくりに関わり、後方支援の

仕事をしている。震災当時はき うと NPO

センターで働いており、阪神大震災を経験

した後に NPO 支援センターを作っていた

ので、2011年の時には、そういう経験をい

かせたらと、現地にボランティアを 都か

ら派遣する災 ボランティアセンターをや

った。 的にはできない支援、たとえば、ア

レルギーやペ トなどの問題も各 NPO と

 携し、 都に避難してきた人々の受け 

れや支援の仕事もした。離れているからで

きることをと、このプロジェクトの を 

き、当時は資金的な支援をしてた。 都や関

西で今を伝える 味で漫画展もやった。 

当時は人を っていたが、間接的、後方的

支援に関わるなかで、もっとお金の支援が

できるのではないか、お金も大切なことだ

と気づき、今は、クラ ドファンディングを

使った経営を支える資金調 をしている。

震災を経て、思いを持った人たちがたくさ

んいることがわかり、一人ひとりが少しで

もお金を束 て資金として提供する事業で

ある。宮城県でコミュニティ財団法人の設

立の支援をし、795のプロジェクトで 16億

円を寄 する寄 型投資を行った。地 の

なかで支えあうお金を出すことも大事では

ないかと思う。 

応 人間科学研究科の一期生なので、当

時は卒後十年目、十周年記念で校友会役員

として応援したが、現 、学校法人立命館の

RIMIXにも関わっている。立命館が東日本

やコロナで学んだことを 会に かすプラ

 トフォームにも関わっている。」 

 

 

 

下北でも子育て支援は続き、立命館でも

支援者支援は続く。私たちは危機とともに

生きていくしかない。院生たちもむつの取

り組みから学んだことを、それぞれの人生

に かしている。ひととおり発言したとこ

ろで、中村さんが、「十年間取り組み、経験

の言語化を行った。来年度以降どうするの

か？」と問いかけた。 

 

 今年度初めてのむつ市児童相談所の高木

さんは、「昨年まで中核市として人 の い

  児童相談所にいた。むつは、支援できる

場所や機関がどうしても少ないので、地 

の力をいかさなければ大変だと感じていた

ところだった。こういう形で顔を合わせる

ことで、ここにこの人がいると共有できる

場だったのだろうなと 像する。今後も続

けていけたらと思うし、この取り組みを他

の児童相談所にも共有できたらいいのかな」

と言った。 

 

杉浦さんは、「今年で退くことになってい

るので、来年以降が気がかり。今日の を 

いて、あらためて地 で続けていく価値が
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すごくあると確認し、ここで終わりにした

くない。形を変えてでも、育む 動は続けて

いけるはず。コロナで来年できるという確

証はなく、むつの  ート環境が整ってい

くとできるのか、どういう形でなら続けて

いけるのか見えないところもあるが、とに

かく続けたい。」とのこと。 

 

  田さんも 澤さんも、院生たちの を

あらためて いて、新鮮だったという。 生

 員のおせっかいな言 を院生たちが受け

留めていることに感動したし、大学で学ん

だことを 会に出ても続けていることに感

心し、これからも頑張って欲しいと励まし

があった。 

 

 団さんからは、このセミナーと自分自身

がずっとやってきた  理解ワーク ョ 

プが相似形であることを前提に、「人も状況

も変わっていくが、大事なことは持続させ

ることである。それには、継続のための 志

が必要。そこには予算も含まれる。弘前では

参加者負担で 20年やってきたが、退職した

からと言って参加できなくなるわけではな

い。自分が地   としてどこに使命を感

じるかはその人に属する。支援者支援とい

うのは、必要な時に誰かに けてもらえる

ということ。大きな予算を組まないとでき

ないことはなしにして。むつで十年続いた。

すでにある。一から立ち  るより、ずっと

やりやすい。 志があれば続けられる」とエ

ールが られた。 

 

 あらためてこのセミナーの 味を確認し、

是 継続して欲しいと思う。 

 

2020 年 8 月 28 日（金）午後「次年度プ

ロジェクト企画委員会」 

 

 続いて、むつ市児童相談所の眞手さんを

司会に、次年度プロジェクト企画 員会と

いうことで、 し合いの場を持った。現地か

らは、むつ市児童相談所から眞手さん、杉浦

さんを含む 3 名、むつ市子育て支援課から

2名、むつ市 PTA 合会 会 、むつ市立

図 館から 1名の計 7名が、立命館からは

教職員 4名と、院生、修了生 9名が参加し

た。 

支援者支援セミナーについては、現地で

は、最終年もこれまでどおりにと してい

るとのこと。関わってきた人たちから、十年

続けてきて、やっただけの成果があったと

いうので、方針として続けようと決めてい

るが、どういう形で続けるのかは要検討。市

役所（子育て支援課）からは、児童相談所と

も相談しながら、要対協（要保護児童対策地

 協議会）の組織を  して継続できれば

いいのかなという案が出ている。緊 事例

ではなく、一定、時間の経った事例を扱う方

がいいと思うが、確認をすると、参加メンバ

ーもこれまでとそれほど変わらないだろう

とのこと。ファ  テーターを育てるよう

な企画があれば、地 で継続していけると

いう声もあがった。 

 団さんから、「効果を せと言われれば何

とも言えないが、続いているということは

 味があると思われているということであ

る。どのような形で続けられるか、うまくい

っていないこれまでの 員会の形に重 る

のではなく、この形でやっているものを続

けることを考える方がいい。誰かによって

行われるものではなく、みんなで続けるも
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のに頑固にならないと何も生まれない」と

 言があった。 

 

 お さん応援セミナーについては、むつ

市関係者たちから、「単にお さん同士で 

すより、中村先生の を いて、そこから実

際にやってみて 験することから何かが生

まれていると思う。最初は、動員されてきた

人や立場 やむを得ず参加する人もなかに

はいるが、終わった後にはみんな笑顔で帰

っていく。  のことや自分のことを考え

るきっかけになっている。会場での熱 も

すごい。 段は さないような見ず らず

の人とも していると見ている。20人から

30人のお さんでやっているが、今の形が

すごくいい形だと思う。ひとつの問題点は

どうやって興味を持ってもらって集まって

もらうかということだけだと思う」とのこ

とだった。 

 中村さんからは、「むつの男たちに通 す

るかなと思いながらやってみたが、結構ノ

 がいい。どちらかと言えば学校の先生た

ちは少し硬いかもしれない。気になってい

る点は、去年の参加者のなかに深刻な夫婦

問題を抱えていた人がいた。 都や大阪で

は男性相談があるので、個別のニー はそ

ちらへことができるが、むつではそれがで

きないので、男性問題として大きなテーマ

があると感じている。来年が最後とすれば、

来年は女性も含めてやってもいいのかなと

考えている」とのことだった。 

 私からは、「是 、むつのなかからファ 

 テーターや男性相談やってみようという

ような人材が出てきて欲しい。これまで種

をまいてきたものが、むつでどう育ってい

くのか。そのための支援はいくらでもしま

す」と伝えた。 

 

漫画展、漫画トークについては、十年以降

も図 館で開催すると言ってもらっている。

毎年 判がよく、今年も市 が来て、感謝の

言 とともにアンケートを いてくれたと

の報告。 

 

 

 

 

 

団さんからは、「パ ルはたくさんあるし、

すべて見たと言う人は少ない。コンスタン

トにやってきたのがむつ。プロジェクトの

ひとつの形としてやれるだけやってもらえ

たらというのが作者としての希望。トーク

は ZOOM でもできる。コストかからない

し、人を集めなければならないということ

もない。」 

杉浦さんから、「来年のコロナ事情がわか
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らないが、5 月の実行 員会の時点では 

 ートの可 性など考えもつかなかったが、

あらたな可 性も見えた。環境面も含めて

検討していきたい」ということだった。 

  

 参加院生たちは、かなりのエ ルギーを

注いで事前学習をし、議 しながら準備し

ていた。ある院生は、「今月はむつにまみれ

て青森漬け。楽しかった」と言っていた。そ

うやって調べたことを、直接現地の人々の

声を聴くことで、自分の中に落とし込むこ

とができたという。「やって当たり前のこと

が認められる」「むつにこんな力があったん

だ」「十年間続けてこられて感無 」など、

むつの声を直接 き、「9年の歴史があって

今がある。 段の生 では気にしないこと

が、プロジェクトで地 について学 こと

で、自分の日常を考える。育ってきたセミナ

ーなんだと実感した」という。 

また、現役院生にとっては、修了生たちが

プロジェクトの経験を現 につな ている

ことにも感銘を受け、M1で何ができるのか

不安に思っていたが、逆に らないから 

性化されるものがあるという で自信が持

てたようだ。 

 

 

 

2020年 8月 29日（土）午前「漫画トーク」 

 

漫画展に関しては、今年も、むつ市立図 

館にて、8月 11日（火）～8月 30日（日）

に開催してもらった。 

  

 

 

 漫画トークは 募もしたので、むつ市と

立命館の関係者以外にも 15 名ほどが申し

込み、はじめて ZOOM で 31 名で行った。 

 今回は、来年展 予定の漫画「アース ラ

ーの 語」「ソロ泊」の二点が紹介され、そ

れぞれ感 を述べ合ってから、作者が思う

ことを述べるという形式をとった。通常は

隣同士の 2～3 人でバ セ  ョンをやっ

ているが、ZOOMのブレイクア トルーム

の機 を使って 2~3人で語り合ってもらっ

た。これはとても新鮮だったようである。今

回の一般参加者は、これまでの継続参加者

や、もともと団さんを っている青森  

の人が かったため、院生たちにとっては

現地の人たちと直接触れ合う貴重な機会と
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なった。 

アンケートの感 には、「久々に団先生の

お を けて、元気なご様子をみることが

できて、参加できて かったです。 と気持

ちが 性化する楽しい時間でした。」（50代、

女性、5回以 ）。「いつもの漫画トークが自

宅に居て受けられる新鮮な感覚を楽しみな

がら参加できました。ご支援ありがとうご

ざいました。また、  ートだから参加でき

た人もいることから、こんな形も いなあ

と思う反面、うちのグループで いた や

他のグループから出た 題等、同じ会場で

あれば、漏れ こえたり、共有できたかなあ

と思いました。参加者 員の顔や反応を間

 に感じるには、やっぱり アルトークだ

と思いました。」（60  以 、女性、5回以

 ）。「回を重 るごとに へー、そうなんだ

ぁ から うんうん、わかるわかる、そうだ

よ  になってきました。時代も、人も、そ

して自分も変わっていっているということ

を毎年この企画に参加することで実感して

います。」（50代、男性、5回以 ）。「Web

だからこそ参加できました。また機会があ

れば参加したいです。」（40代、男性、初め

て）など 判もよかった。 

 

 

 

 

初めてリモートプロジェクトをやって 

 

今年はコロナ禍により、院生たちを現地

に れていくことができず、現地の方々と

一緒に  することもできず、とても残念

だったが、  ートならではの さも発見

することができた。プロジェクトの参加院

生たちは、通常一ヶ所の現地に赴き、行った

メンバーの報告を いて学 という形をと

ってきたが、今回は、むつのチームメンバー

以外の院生たちも参加することができた。

ただ報告を くより、コミ トできる参加

となり、学びも深かったように思う。わずか

ではあったが、むつの方々のお顔とともに

声を聴き、ブレイクア トルームで短時間

でも  し、パソコン越しであっても生き

た出会いができた。  ートであったから

こそ、過去にプロジェクトに参加してくれ

た修了生たちも参加しやすく、先輩たちと

の  は院生たちの励みになったようだ。 

もちろん、その土地に身を置き、人々と出

会い、身 レ ルで時空を共有することか

ら得られるものには代え難いものがある。

その分、「来年は是 むつに行きたい 」と

いう声があがっている。来年は院生たちと

ともに訪れることができることを願う。 


